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賜
侭
曲
直
瀬
道
三
『
薬
性
能
毒
』
の
研
究

今
日
、
初
代
曲
直
瀬
道
三
（
一
五
○
七
～
九
四
）
の
薬
物
書

と
し
て
知
ら
れ
る
『
薬
性
能
毒
」
の
諸
版
本
は
、
す
べ
て
養
嗣

子
玄
朔
を
始
め
と
す
る
後
人
の
増
補
改
訂
を
う
け
て
い
る
。
演

者
ら
は
「
薬
性
能
毒
」
の
成
立
過
程
を
検
討
す
る
な
か
で
、
道

三
原
著
の
旧
態
に
近
い
と
思
わ
れ
る
写
本
数
種
に
注
目
し
た
。

こ
れ
ら
道
三
原
著
の
「
能
毒
害
」
は
以
下
に
挙
げ
る
ご
と
く
内

容
が
異
な
る
。
本
研
究
で
は
道
三
原
著
の
「
能
毒
害
」
を
整
理

し
、
そ
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

①
『
能
毒
」
（
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
蔵
）
、
成
立
年
不
明
。

莎
（
香
附
子
）
を
始
め
と
す
る
七
一
種
の
常
用
薬
物
を
記
載
し
、

次
に
甘
草
か
ら
始
ま
る
五
五
種
を
追
記
す
る
。

野
口
大
輔
・
遠
藤
次
郎

ワ
】

句
Ｊ

中
村
輝
子
・
真
柳
誠

川
千
葉
大
学
柏
の
葉
診
療
所

印
東
京
理
科
大
学
薬
学
部

帥
茨
城
大
学
人
文
学
部

②
「
本
草
能
毒
」
（
杏
雨
書
屋
蔵
、
乾
五
三
二
四
）
、
永
禄
八

二
五
六
五
）
年
成
立
。
辰
砂
か
ら
始
ま
る
二
一
○
種
を
玉
石
草

穀
菜
な
ど
の
分
類
に
よ
り
記
載
す
る
。

③
「
日
用
薬
性
能
毒
」
（
杏
雨
書
屋
蔵
、
乾
五
三
二
三
）
。
永

禄
九
二
五
六
六
）
年
、
毛
利
陣
中
で
の
著
作
。
師
伝
の
一
二

○
種
と
帰
洛
し
て
以
来
ま
と
め
ら
れ
た
道
三
自
身
に
よ
る
五
三

種
を
収
め
る
。
賊
文
に
は
「
凡
一
百
七
十
三
種
、
証
類
本
草
、

湯
液
本
草
、
丹
渓
心
法
、
術
義
、
王
総
本
草
集
要
、
参
考
互
検
」

と
、
著
述
に
あ
た
り
参
照
し
た
中
国
本
草
医
書
が
記
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
注
と
図
が
付
さ
れ
た
刊
本
『
能
毒
図
紗
」
（
京
都

大
学
富
士
川
文
庫
蔵
）
の
注
に
は
、
七
一
種
の
常
用
薬
物
と
そ

の
他
五
五
種
を
記
載
す
る
な
ど
の
、
原
本
の
特
徴
が
い
く
つ
か

記
載
さ
れ
て
い
る
。
①
は
「
能
毒
図
紗
」
に
記
さ
れ
た
原
本
の

特
徴
を
満
た
し
て
お
り
、
「
薬
性
能
毒
」
諸
版
本
の
内
容
と
も
よ

く
一
致
す
る
。
し
た
が
っ
て
①
は
「
薬
性
能
毒
」
諸
版
本
の
原

本
に
相
当
す
る
と
み
ら
れ
る
。

ま
た
『
能
毒
図
紗
」
の
注
に
は
「
薬
性
能
毒
」
成
立
の
由
来

に
つ
い
て
、
道
三
の
著
作
で
は
あ
る
が
田
代
三
喜
よ
り
伝
え
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
田
代
三
喜
『
三



第53巻第1号（2007）日本医史学雑誌151

帰
廻
翁
医
書
」
と
も
比
較
し
た
。
「
三
帰
廻
翁
医
書
」
巻
四
は
道

三
の
「
薬
性
能
毒
」
と
同
様
、
各
薬
物
の
「
能
」
と
「
毒
」
を

記
載
し
て
お
り
、
中
国
本
草
書
と
乖
離
し
た
口
伝
的
内
容
と
な

っ
て
い
る
。
「
三
帰
廻
翁
医
書
」
と
類
似
す
る
内
容
は
①
、
③
、

②
の
順
に
多
い
。

一
方
、
②
③
は
「
薬
性
能
毒
」
諸
版
本
と
異
な
る
内
容
が
多

い
。
③
の
賊
文
に
示
さ
れ
た
『
証
類
本
草
」
『
湯
液
本
草
」
『
本

草
桁
義
」
『
本
草
集
要
」
と
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
②
③
に
つ
い
て

は
こ
れ
ら
の
中
国
本
草
医
書
か
ら
の
引
用
が
多
く
み
ら
れ
た
が
、

①
に
は
少
な
か
っ
た
。

以
上
よ
り
、
②
③
は
中
国
本
草
医
書
に
基
づ
く
学
問
的
内
容

の
「
能
毒
害
」
、
①
は
三
喜
も
し
く
は
道
三
自
身
に
よ
る
口
伝
的

内
容
の
「
能
毒
書
」
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
①
系
統

の
「
能
毒
害
」
の
み
増
補
改
訂
を
う
け
、
上
梓
さ
れ
た
の
で
あ

る
。

そ
れ
で
は
①
②
声
③
の
「
能
毒
害
」
は
い
か
な
る
関
係
に
あ
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
一
般
に
、
②
③
の
成
立
年
や
収
録
薬
物
数
か

ら
②
、
③
、
①
の
順
に
書
き
改
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

本
発
表
で
は
①
の
成
立
年
代
を
推
定
し
つ
つ
考
え
て
み
た
。

学
問
的
内
容
の
「
能
毒
害
」
②
③
は
一
五
六
五
年
～
一
五
六

六
年
に
集
中
的
に
著
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
前
に
師
・
導
道

よ
り
「
百
二
十
種
之
功
能
」
を
伝
授
さ
れ
て
い
る
（
「
当
流
医
学

之
源
委
」
）
・

一
方
、
口
伝
的
内
容
の
「
能
毒
害
」
①
と
内
容
が
類
似
し
た

害
に
天
文
十
八
（
一
五
四
九
）
年
の
年
記
が
記
さ
れ
た
『
救
急

本
草
」
（
杏
雨
書
屋
蔵
、
杏
一
八
三
八
）
が
あ
る
。
ま
た
永
禄
年

間
ご
ろ
の
師
弟
問
答
を
収
め
た
と
み
ら
れ
る
『
翠
竹
庵
答
問
耆
」

（
京
都
大
学
富
士
川
文
庫
蔵
）
に
は
「
能
毒
二
益
母
草
二
月
経
荏

再
卜
云
」
と
い
う
②
③
に
は
み
ら
れ
な
い
①
系
統
の
「
能
毒
害
」

か
ら
の
引
用
が
あ
る
。
よ
っ
て
①
系
統
の
「
能
毒
害
」
も
②
③

が
著
さ
れ
た
頃
に
は
存
在
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
な
お
玄

朔
は
元
亀
二
（
一
五
七
二
年
に
①
系
統
の
「
薬
性
能
毒
」
（
杏

雨
書
屋
蔵
、
乾
五
三
二
九
）
を
校
訂
し
て
お
り
、
①
系
統
「
能

毒
害
」
の
推
定
成
立
年
は
一
五
七
一
年
を
下
限
と
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
②
、
③
、
①
の
順
に
学
問
的
「
能
毒
害
」

か
ら
口
伝
的
「
能
毒
害
」
に
変
遷
し
て
い
っ
た
と
は
考
え
に
く

く
、
両
者
が
併
存
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。


